
令和元年度下期「ひょうご子ども・若者応援団」一般助成事業成果報告 

事業期間 令和元年１０月～令和 2年 3月 

 

写真掲載については許可を頂いた団体のみ掲載しております 

 事業実施団体 ①事業名 ②事業目的・内容 ③事業成果 

１ 北畑評議会（神戸市） 

①親子でひらく「伝統文化とふるさとの味」 

②地元の新旧住民・老若男女・子ども達が自分でついたつきたて餅

を丸め、味付けしその美味しさを味わってもらう。ポスターコン

クールの実施、代表餅用の菰づくりに挑戦。 

③青少年には準備から後片づけ等の協力をお願いした。「一致協力の

精神」を体験し、当地区に“ふるさと感”を抱いてもらえた。 

 

２ 
一般社団法人神戸親子遊

び推進協会（神戸市） 

①とことこ【親子】レシピコンテスト 

②素材について一つテーマを決めて親子で考える新レシピを募集し

審査に選ばれた親子を料理コンテストに招待しプロの料理人に審

査してもらう。 

③新レシピを考えることで同じ目的を共有し共同作業をおこない、

親子で一緒に過ごす時間や会話が増えた。新型コロナウイルスの

影響で最終選考が延期になったが、おかげで練習時間が増えた、

中止ではなく延期で嬉しいとの声をいただいた。 

３ PLUS ONE（神戸市） 

①クリスマス会 

②学生ボランティアを育成する。食物アレルギーを学び、障害を理

解し地域の人達と世代を超えた交流をする。 

③ダンス、レクリエーションなどを通して世代を超えた交流ができ

た。アレルギーを学び、また障がいへの理解を深めることができ

た。 



 事業実施団体 ①事業名 ②事業目的・内容 ③事業成果 

４ 

特定非営利活動法人子育

て支援ネットワークあい

（神戸市） 

①赤ちゃんとの暮らし 

②親子のためのグループワーク等を 8回にわたり実施 

③初めての子育てを行っている親にとって、わからない・知らない

育児の方法について、専門知識を持つ者から話を聞くことで、悩み

や不安等の負担感が軽減できた。家庭では得にくい情報を交換しな

がら、子どもを通じた地域の中での仲間作りができた。 

 

５ 
影絵劇団白つめくさ（神

戸市） 

①影絵劇の出前公演 

②影絵劇を制作し児童館、図書館等にて公演。また公演後、参加者

を対象に影絵劇の実演指導や影遊びを実施。 

③大変興味を持って鑑賞していただき、公演後の実演指導では、い

つも夢中になって時間超過になるほど楽しんで取り組んでいただい

た。 

 

６ 
自然体験活動支援「シニ

ア種まき隊」（神戸市） 

①自然環境体験セミナー「まるごとチョウとのふれあい体験！」 

②「神戸の市チョウ（蝶）総選挙」「成虫や幼虫とのふれあい体験」 

等世代間の交流の輪を拡げ絆を深める事を目的に実施。 

③参加者からは「親子で協力して蜜やりをして楽しかった」等喜び

の声を頂き、チョウの「いのち」を体験し、三世代で交流の輪を拡

げられた。 



 事業実施団体 ①事業名 ②事業目的・内容 ③事業成果 

７ 
非営利活動法人サイエン

ス夢協会（神戸市） 

①「家族で挑戦！お米マイスターになろう」 

②農作業を通して、それぞれの生命力に気づくとともに、それを食

して生きる人間の生活のあり方に触れ「いのち」への完成を育む。 

③精米したてのコメを使い炊き上げたごはんの美味しさにびっくり

する子どもたち。コメの食材としての素晴らしさと人の知恵、ご

はんになるまでの「米」と加工して保存する「餅」を体験させる

ことができた。 

８ 
ガリレオクラブインター

ナショナル（神戸市） 

①長期入院児のための、はじける笑顔万華鏡教室 

②入院をしている子どもたち対象にボランティアと一緒に理科や算

数が好きになるきっかけにもなる万華鏡教室を開く。 

③生き生きとした子どもたちの顔を見ていると、今回の活動は子ど

もたちのやりたい！できる！を叶え、心を元気にする成果・効果

があったと感じた。 

９ 

特定非営利活動法人 健

康まちづくり推進協会

（神戸市） 

①五国の魅力学生交流書道展 

②「五国」からなる兵庫県の特性を、県下の小中高校生及び大学生

を対象として、書道コンクールを開催する。 

③この書道コンクールを通じて、兵庫県下の学生が、各地域間の交

流を図ると共に作品作成の過程で日頃学ぶ機会が乏しい郷土の成り

立ちや特長を学習し、知識教養を深め再認識することで、郷土愛を

育む効果を奏する。 

 

１０ 
東山台小学校区青少年愛

護協会（西宮市） 

①ホカホカまつり 

②地域の方々や中学生に協力していただき、凧揚げや囲碁・将棋・

百人一首・こま回し制作などの遊びを通して異年齢・異世代間の交

流を図る。 

③多くの方に参加していただけた。ご高齢の方からは「子どもたち

と交流できて楽しかった」子ども達からは「昔遊びできて、教えて

もらって楽しかった」との声がいただけた。 



 事業実施団体 ①事業名 ②事業目的・内容 ③事業成果 

１１ 
復興支援コンサート実行

委員会（芦屋市） 

①竹下景子 詩の朗読と音楽の夕 

②竹下氏のオリジナル曲を保育園児や会場が一体に合掌し、朗読会

の趣旨を次代へと継承する。 

③24年間の公募詩約４０００作品を元にした詩集を竹下景子さん

とともに、若者も朗読に参加でき、めったにできない貴重な体験

であった。 

１２ 
永沢寺そば打ち愛好会

（加西市） 

①そば打ち体験 

②蕎麦を作ることで蕎麦の美味しさや魅力を知ってもらい、小中高

生を対象に蕎麦打ち体験を通して社会教育の推進を図る。 

③自分の打った蕎麦を食べて、感動、喜びを全員が感じたと思いま

す。生徒、先生、保護者からも大変好評であった。 

１３ 

特定非営利活動法人三田

心道会館スポーツ少年団

育成母集団（三田市） 

①秋の収穫体験 

②収穫体験をすることで、正しい食生活について学び、参加者全員

の今後の食育活動に役立ててもらいたい。 

③子どもたちが、畑にいるカエルなどの生き物と触れ合いつつ、生

き生きと仲良く収穫活動をしてくれた。農家の方からの専門的な

お話も理解しやすい内容で、農家の方の日々のご苦労が理解でき

たと思う。 



 事業実施団体 ①事業名 ②事業目的・内容 ③事業成果 

１４ 伊丹商店連合会（伊丹市） 

①ITAMI３×３バスケフェス 2019 

②「ITAMI３×３バスケ・フェス 2019」を実施し町の賑わいを創

出する。競技者の中心世代である青少年及び他世代にも参加を呼び

かけ、ジェンダーや世代を超えたイベントを目指す。 

③進学の準備に入る為に引退した学生や途中で競技を断念した若者

にとって、格好の参加の場となり定着し始めている。 

１５ 播磨蕎麦の会（加西市） 

①蕎麦打ち体験教室 

②蕎麦の美味しさや、そば打ちの魅力を知ってもらい加西市を中心

に幅広い地域での振興を図る。小学生から高齢者までの幅広い世代

の人達に蕎麦打ちを通じて社会教育の推進を図る。 

③参加者は幼児から小学校低学年が多く保護者同伴の蕎麦打ち教室

になった。指導者が打った麺と自分達が打った麺を食べ比べて感動

していた。 

 

１６ 
子育て支援グループ「ゆ

うほう」（姫路市） 

①子育て支援事業「ゆうほう」 

②植物（草花）を育てながら新しい年を迎える気持ち（心）が生ま

れるような寄せ植え作りを親子とボランティアで実施。 

③お母さんと子どもたちは、土で手が汚れるのも気にせずそれぞれ

工夫して寄せ植えを楽しみました。それぞれ個性的な寄せ植えが出

来上がり親も子もボランティアも満足げでした。 



 事業実施団体 ①事業名 ②事業目的・内容 ③事業成果 

１７ 
あぼしまちカフェプロジ

ェクト（姫路市） 

①あぼしまちカフェ・クリスマス 

②クリスマスを題材にした年末のイベントを通し 地域住民・世代

間の交流を図るとともに、地元若者にも企画から参画してもらい、

青少年の人材育成を目的とする。 

③さまざまなジャンルでのステージ展開、手づくりコーナーやワー

クショップを実施。企画運営、準備段階から一連の流れにおいて、

地域におけるリーダーの育成にも寄与できた。 

１８ Change（姫路市） 

①金太郎飴のような？！デコってモチモチもちづくり 

②青森県の郷土菓子である「べこもち」を現代風にアレンジした

「デコもち」を作るイベントを行う。 

③「子どもたちの頑張りや成長を見てもらう」というテーマを設定

し、子どもたちが家族に日頃の感謝の気持ちを伝える機会を作っ

た。また、学生自身も事業の企画や運営を通して、創造力や実践

力、コミュニケーション能力を伸ばす良いきっかけとなった。 

１９ 
あぼしっ子・こども伝承

塾（姫路市） 

①あぼしっ子・こども伝承塾 

②網干のイベントを体験することにより、健全な子どもの成長に寄

与することを目的とする。 

③自然体験や寄せ植え、クリスマス会等を実施。 



 事業実施団体 ①事業名 ②事業目的・内容 ③事業成果 

２０ 
龍野文化伝承会（たつの

市） 

①たつのの歴史と文化体験教室 

②地場産業が発展してきた要因である歴史や、揖保川が育んだ風土

や自然を学びながら、体験活動を通して学んでいく機会を設ける。 

③他の学校の生徒や年上の講師・ボランティア等普段関わることが

あまりない幅広い世代と交流できたことで、コミュニケーション能

力の向上を図ることができた。普段の学校生活では学ぶことの出来

ない貴重な体験をしたことで、地域の歴史や伝統文化といった郷土

の魅力を再発見することができた。 

２１ 
赤穂市地域活動連絡協議

会（赤穂市） 

①学びの場・シェアキッチン 

②大学生・高校生が中心となって「学びの場・シェアキッチン」と

言う企画を計画。世代間地域間の交流を図り、青少年リーダー育成

を目的とする。 

③子どもから高齢者まで様々な人たちと関り、自然や文化などとの

ふれあいを通して、豊かな人間関係や生きる力を育むことができ

た。 

２２ 
忠臣蔵子ども将棋大会実

行委員会（赤穂市） 

①忠臣蔵子ども将棋大会 

②日本古来の伝統文化である「将棋」を通じて、社会性と礼節を学

び、人と人とのふれあいを大切にする心を育むこと。また、児童福

祉の向上小中高校生の棋力の向上を目指して、青少年育成、棋力の

研鑽に努めるとともに各地区の子どもたちとの友好を深めることを

目的とする。 

③将棋のルール、マナーを通じて、社会性や礼儀（挨拶）を学ぶ機

会ができ、子ども達にとっても良い経験となった。 



 事業実施団体 ①事業名 ②事業目的・内容 ③事業成果 

２３ 
佐用子ども将棋教室（佐

用郡） 

①第 11回宮本武蔵杯争奪子ども将棋大会 

②伝統文化である「将棋」を通して、人と人との交流、対話、思い

やる気持ち等心を育てることを目的とする。 

③「早くから予定していました」「楽しみにしていました」等の声

や、プロ棋士に会えて無料の指導対局も受けることが出来て「今後

の励みになります」との声をいただきました。 

２４ いちごくらぶ（美方郡） 

①子育て支援事業 

②子育て広場の事業を通して子ども達の笑顔を増やし地域の親子間

の交流と絆を深めたい。 

③交流クリスマス会では町内で暮らしている外国籍の方達と交流を

行うことにより、子ども達もはじめは、恥ずかしそうでしたが、す

ぐに打ち解けてニコニコ楽しそうに過ごしていました。 

いろんな国の多様な生活、言葉、服装、週間など実際に触れ合えた

ことは、親も子どももとてもいい経験になったと喜んでいました。 

２５ 
MAMA YOGA lila（丹波

篠山市） 

①親子でモノづくり教室 

②親子が地域の方（異世代）と一緒に稲わらや黒豆をつかい食育や

伝統文化を知り、自分たちで作る喜びを感じることができる。 

③地域の歴史を学び、伝承していく意識を育み「地産地消」は食育

推進に役立ち、地元を大切にする心の育成に繋がった。 



 事業実施団体 ①事業名 ②事業目的・内容 ③事業成果 

２６ 
丹波篠山市俳句協会（丹

波篠山市） 

①「小中学生ふれあい俳句募集・発表表彰大会」 

②ふるさと丹波篠山の自然・生活・文化を観察し俳句をよむことに

よって認識させる。言葉による表現の仕方を考え、俳句を作る児童

と大人の交流を図る。 

③俳句を通して、ふる里丹波篠山の自然・生活・文化を観察し認識

することに繋がらないか、言葉による表現の仕方を考え、子どもと

大人の交流の場とならないかとこの事業を実施したが投句数は

2048句、発表当日は父母祖父母を伴っての参加が数多くあった。 

２７ 
一般社団法人丹波篠山青

年会議所（丹波篠山市） 

①丹波篠山 KODOMO 未来フェス 

②職業体験をすることで家業への愛着と親に対する感謝の気持ちを

醸成し、ステージイベントに参加してくれた子ども達も事業を通し

て地域の魅力の再発掘となることを目的とする。 

③出店は小学生の親子がほとんどでしたが、どのお店も子供が積極

的に自分のお店の商品を販売することができ、一緒に参加した親御

さんからも「子供がこんなに頑張っている姿を初めて見た」といっ

た声をいただいた。 

 

 

 

 

 

 



 事業実施団体 ①事業名 ②事業目的・内容 ③事業成果 

２８ 
長澤自然育児の会“わわ

わ”（淡路市） 

①“わわわ”で遊ぼう！イベント 

②淡路島に移住してきている若い家族にとっての交流の場として、

淡路島の自然とシュタイナー教育を取り入れた自然育児を実践し、

地域交流、会員拡充を図る。 

③自然と調和した活動やイベントを実施する事で、子どもたちの健

全な育ちに寄与する効果があったといえる。地域の方々との交流を

する機会を持てたことで、淡路島を愛する心が育ち、今後の長い定

住にもつながる淡路地域振興の発展につながった。 

２９ 
みんなのアートひろば 

友遊（洲本市） 

①障がいのある子どもたちの社会参加・交流活動 

②障がいのある子どもを中心とした居場所・集う場づくりを行い、

年齢や性別、国籍などを越えた交流活動や様々な体験活動を通して

社会参加及び子ども達の健全育成を図ることを目的として実施す

る。 

③会場設営や仲間の作品作りを手伝うなど、子どもたちの積極的な

交流も多くみられるようになりました。 

また、今回初挑戦したカレー作りでは買い出しから始まり、調理や

片づけに至るまですべての工程で子どもたちが役割分担し協力しあ

いながら取り組め、社会性や生活力を培う場になりました。 

 


